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　西光寺は住職がいないので町会が中心となって管

理しています。町内約 90 軒の家庭を班分けし年 5・
6回に分けて草刈りなどの作業を行っています。集中
曝涼のときは、町会役員と大成会が湯茶のおもてな
しや駐車場案内を行い、また地元業者による麺類軽
食コーナーは、地粉を使ったそばがとても好評です。
　西光寺の魅力は、本尊の木造薬師如来坐像の穏や
かなお顔です。集中曝涼や団体視察以外は公開して
いませんが、これからも力を合わせて地域のお宝を

守っていきたいです。

地
域
の
お
宝
を
守
る　西光寺本尊の木造薬師如来坐像は、九重の蓮華座上に座

し、背中には飛天のつく光
こうはい

背があります。平安時代後期の

作とされ、ふっくらとした丸みのある顔や、浅く掘られた

衣の文様が定
じょうちょうよう

朝様と呼ばれる当時の作風を良く表していま

す。仁王門には県指定文化財の木造仁王像 2体が納められ

ており、これらは室町時代後半の作と考えられています。
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木造薬師如来坐像

市
内
各
地
の
貴
重
な
文
化
財
を
、
年
に
一
度
虫
干
し
を
兼
ね
て
一
般
公
開
す
る
「
指
定
文
化
財
集
中
曝
涼
」。
今
年
は
、
10
月
18
日
・
19
日
に
行
わ
れ
、

多
く
の
文
化
財
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
地
域
の
お
宝
を
大
切
に
守
っ
て
い
る
地
元
の
皆
さ
ん
や
、
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
し
た
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
文
化
財
を
守
り
伝
え
る
人
々
を
紹
介
し
ま
す
。

国指定重要文化財

interview

下利員町会長 
須藤　保弘 さん

県指定文化財
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地域のお宝を守る特
集

　来迎院が集中曝涼に参加することをきっかけに、3

年前に阿弥陀堂保存会を発足しました。保存会がで

きる以前は、住職がいなかったせいか荒れ放題。保

存会を中心に草刈りや環境整備に努め、2年前には、

県と市の協力で阿弥陀堂楼門の茅葺屋根の葺き替え

を行いました。

　集中曝涼のときは、子どもからお年寄りまで楽し

んでいただけるように、地元の方が工夫をこらした

おもてなしを行っています。今年は同じ天台宗の長

松寺（北茨城市）の住職による大
だいはんにゃてんどく

般若転読が行われ、

一年間の無病息災を祈祷しました。これからも地元

のお宝を大事にして地域を盛り上げていきたいと思

います。

interview

　阿弥陀堂本堂は享保 3年（1718）の建築で、正方形

の茅葺の建物は、お堂と回廊を一体にした堂
どう う

宇造りとい

う様式。仁王像が入る茅葺の二層建築の楼
ろうもん

門は、梁に「宝

暦 10 年」(1760) という墨書が残されています。本尊の

阿弥陀如来坐像は秘仏として公開されることは少なかっ

たのですが、集中曝涼では特別に公開をしています。こ

れらはいずれも県指定文化財に指定されています。
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阿弥陀堂本堂
県指定文化財

阿弥陀堂保存会長
　寺門　正美 さん

阿弥陀堂楼門
県指定文化財

茨城大学学生ボランティア

　齋藤　悠斗 さん

　来迎院での集中曝涼のガイド
は2年目になります。来迎院の
魅力は、地元の方が一丸となっ
てお宝を守っているところで
す。集中曝涼のときだけしか
本堂にある仏像や絵馬を見る
ことができません。また来年
お待ちしています。

来迎院はイボとりのご利益
で有名。この石でイボがで
きたところをこするとイボ
が治るといわれている

曝涼では「大般若経」を空
中でばらばらと広げる 「大
般若転読」が行われ、多く
の参拝客が訪れた
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　以前は、地元に保存会があり維持管理を行ってい

ましたが、後継者不足により会がなくなってしまい

現在、地元神社の氏子 7人で阿弥陀堂の管理を行っ

ています。今年は、8月に国指定重要文化財に指定

されて大変うれしいです。来年の 2月 15 日には、祭

礼があり一般公開しますので、ぜひ見てほしいですね。

interview

　中染町の阿弥陀堂に安置されている「鉄造阿弥陀如来立像」は、

鎌倉時代の 1264 年に造られたとされ、高さが 1ｍ 64 ㎝と鉄製

の仏像としては大型で、当時の鋳造技術を知る上で貴重だとし

て、今年の 8月 21 日に国の重要文化財に指定されました。

　郷倉は、江戸時代に年貢米や備荒貯蓄のため、郷村に設置された

公共の倉庫。郷倉の中には、江戸時代から昭和期まで東染地区で作

成した古文書がたくさん残されていて、地域の歴史を垣間見ること

ができます。
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国指定重要文化財

鉄造阿弥陀如来立像

地元代表  
古川　仁一 さん

茨城大学学生ボランティア

　安田　千秋 さん

東染町会長 
菊池　三男さん

　東染町にある郷倉は、代々町会が管理してい

ます。この郷倉の中には、江戸時代から昭和期

までの東染地区の古文書が保管されています。

また、数年前から茨城大学と交流を図り、郷倉

の中の古文書を整理し、解読を進めてきました。

昨年の集中曝涼からは、茨城大学の学生が中心

となり、来場者の方にわかりやすいようにパネ

ルで解説文を作成しました。これからも地元の

大切なお宝の保存に取り組んでいきます。

interview

東染郷倉

学生が中心となり古文書の解読

を行いました。古文書には、東

染地区の絵図や当時の食材に関

する文章等、内容も多彩です。

曝涼を見逃した方は、また来年

お待ちしています。

国国国国国国国国国国国国指指指指指指指指指指指指指指定定定定定定定定定定定定定重重重重重重重重重重重重重重要要要要要要要要要要要要要文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化財財財財財財財財財財財財財財財国指定重要文化財
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地域のお宝を守る特
集

　 豊後国の二孝女物語は、江戸時代後期に、巡礼の

途上で病に倒れた父親を連れ帰るために、豊後国臼

杵藩（現大分県臼杵市）から常陸国水戸藩（現常陸

太田市）の青蓮寺まで旅をした姉妹の実話の物語。

　常陸太田市は12月に合併10周年という節
目を迎えます。この記念の年に、市民の皆さ
んと 10 年間の歩みを振り返るとともに、さ
らなる一体感の醸成を図るため、記念式典を
開催します。
　式典では、各種表彰や基調講演・パネルデ
ィスカッションなどを行います。
　会場内では、常陸太田朝市の会による農産
物等の販売や特産認証品の展示、小・中学生
のふるさと再発見事業や子育て団体のパネル
展示などを行います。
　ぜひ、会場に足をお運びください。

◇とき　12 月 6日（土）
◇ところ　パルティホール （入場無料）
◇内容　
　　〇アトラクション　12:45 ～ 13:00
　　　▽ＤＶＤ上映

　　　▽常陸太田少年少女合唱団

　　〇記念式典　13:00 ～ 14:05
　　　▽キャッチフレーズ表彰

　　　▽まちづくり功労者表彰　など

　　〇記念シンポジウム　14:15 ～ 16:00
　　　▽基調講演

　　　　「これからの自治体経営とまちづくり（仮）」

　　　　　講師：㈱公共イノベーション代表取締役

　    　　        　　　　　川島 　宏一 氏

　　　▽パネルディスカッション

　　　　「人口減少時代における持続可能な地域づくり（仮）」

　　　　・コーディネーター　筑波大学教授　大澤　 義明 氏

        　　・  パネラー

　　　　　　　常陸太田市長　大久保　太一氏

　　　　　　　筑波大学助教　山本　幸子氏

　　　　　　　  子育て世代の母親　北原　有唯氏　　　　　

内閣府少子化社会対策担当参事官補佐　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　真晃氏

interview

二孝女顕彰会の皆さん

　3年前に会を発足し、皆さんに二孝女物語を知ってもらおうと活動

しています。2年前からは、大分県臼杵市の郷土歴史グループ「野津

町きっちょむ史談会」と交流を図っています。また、昨年は、地元山

田小と臼杵市との交流があり、講談師の一龍斎貞弥さんによる「二孝

女物語」の講談が実現しました。また、11 月 15 日（土）に生涯学習

センターで行われる都々逸全国大会でも講談が披露されます。

※ 会では独自の出前講座を開設し市内外から依頼を受け好評です。

出前講座をご希望の方は、同会事務局長の関根（☎ 85-0665）まで

市合併 10周年記念式典を開催します

常陸太田少年少女合唱団

ふるさと再発見事業パネル展
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つながる思い　果てない未来
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で
は
、
第
10
回
を
記
念
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
会
や
水
戸
黄
門
さ
ま
御
一
行

と
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
26
日
、
西
河
内
下
町
と
上

大
門
町
を
結
ぶ
十
国
ト
ン
ネ
ル
工

事
現
場
内
で
貫
通
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
元
町
会
の
方
や
工
事
関

係
者
な
ど
72
人
が
出
席
し
、
貫
通

発
破
や
通
り
初
め
の
儀
が
行
わ
れ

ト
ン
ネ
ル
貫
通
を
祝
い
ま
し
た
。

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
広
域
営

農
団
地
農
道
は
、
平
成
29
年
の
完

成
予
定
。
完
成
す
る
と
北
茨
城
市

か
ら
常
陸
大
宮
市
ま
で
を
結
び
、

県
北
東
部
の
農
産
物
輸
送
体
系
の

向
上
と
、
農
村
環
境
の
改
善
に
資

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
セ
ミ
ナ
ー
＆
交

流
会10

月
８
日
、
市
と
市
商
工
会
の

主
催
に
よ
り
、
市
内
企
業
を
対
象

と
し
た
企
業
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、 

6
月
に
開
設
さ
れ
た
「
ジ
ェ

ト
ロ
茨
城
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
」

の
概
要
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
の

講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
市
内
企
業
に
お
い
て
も
ジ
ェ

ト
ロ
の
国
内
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
た
貿
易
・
投
資
・
海
外
ビ

ジ
ネ
ス
等
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
講
演
後
に
は
、
参
加

企
業
同
士
に
よ
る
情
報
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

北林雨夏さん

県
行
政
書
士
会
と
災

害
協
定
締
結

10
月
23
日
、
市
は
、
県
行
政
書

士
会
（
國
井
豊
会
長
）
と
の
間
で
、

災
害
時
に
お
け
る
被
災
者
支
援
の

た
め
の
行
政
書
士
業
務
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
市

内
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
の

た
め
、
各
種
手
続
き
の
無
料
相
談

所
の
開
設
や
り
災
証
明
申
請
・
災

害
見
舞
金
申
請
・
税
の
減
免
手
続

書
類
作
成
等
な
ど
、
各
種
手
続
き

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

健
康
に
つ
い
て
考
え

る
集
い

10
月
11
日
、
在
宅
医
療
を
メ
ー

ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
健
康
を
考
え

る
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午

前
の
部
で
は
、
脚
本
家
・
構
成
作

家
の
北
林
雨
夏
さ
ん
を
迎
え
、
在

宅
看
取
り
の
問
題
に
つ
い
て
朗
読

を
交
え
た
細
や
か
な
演
出
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
、
午
後
の
部
で
は
、

市
内
の
病
院
長
か
ら
市
の
在
宅
医

療
の
現
状
が
報
告
さ
れ
、
会
場
と

の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
、
健
康

相
談
や
国
保
・
介
護
相
談
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

貫通発破ボタンを押す

貫通石は、市内の公共施設に
展示。貫通石は、石（意志）
を貫くことから合格や安産祈
願、結婚記念などに珍重

元気にスタート

ジェトロ茨城職員の講演セミナーに参加した企業の皆さん

健康相談

県行政書士会と被災者支援のための調印式
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✿おめでとうございます

空
手
の
県
大
会
で

活
躍

8
月
10
日
、
県
武
道
館
で
行

わ
れ
た
極
真
会
館
県
常
総
支
部

主
催
の
県
空
手
道
選
手
権
大
会

Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
カ
ッ
プ
に
お
い
て
、
機

初
小
４
年
の
三
浦
拓
海
く
ん
が

小
学
４
年
の
部
で
優
勝
。
ま
た
、

郡
戸
小
３
年
の
鈴
木
大
翔
く
ん

も
小
学
3
年
の
部
で
優
勝
。
小

学
6
年
の
部
で
は
久
米
小
6
年

の
海
老
根
寛
人
く
ん
が
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

✿空手空手活躍活躍

10
月
11
日
〜

13
日
、
龍
ケ
崎

市
総
合
運
動
公

園
野
球
場
ほ
か

で
行
わ
れ
た
第

16
回
関
東
学
童

軟
式
野
球
秋
季

茨
城
県
大
会
に

お
い
て
、
太
田

ベ
ア
ー
ズ
が
準

優
勝
し
ま
し
た
。

✿

太田ベアーズ の皆さん

９
月
28
日
、
常
陸
大
宮
市
「
お

お
み
や
消
防
広
場
」
に
お
い
て
、

第
65
回
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技

大
会
県
北
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
市
を
代
表
し
て
金
砂

郷
支
団
第
１
分
団
が
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
出
場
し
、
と
も
に
優
秀
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
仕
事
を
終

え
て
か
ら
の
夜
間
の
訓
練
を
７
月

か
ら
実
施
。
周
囲
の
支
え
も
あ
っ

て
長
く
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え

て
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

学
童
軟
式
野
球
県
大
会
で
準
優
勝

✿

✿卓球
で
全
国
大
会
出
場

✿ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
全
国
大
会
へ

10
月
5
日
、
那
須
塩
原
市
く
ろ
い
そ
運
動
場
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木

２
０
１
４
」
で
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体
（
混
合
）
の
部

に
八
木
澤
義
宏
さ
ん
・
友
江
さ
ん
夫
妻
が
出
場
し
ま
し
た
。

八木澤　義宏 さん  

✿水泳
で
全
国
７
位

栗原　和包 さん  

10
月
5
日
・
６
日
、
小
山
市
の
県
立
温
水
プ
ー

ル
館
で
行
わ
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木

２
０
１
４
」
で
、
栗
原
和
包
さ
ん
が
水
泳
の
部
に

出
場
し
、
バ
タ
フ
ラ
イ
で
7
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

10
月
5
日
・
６
日
、
鹿
沼
市
鹿
沼
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木

２
０
１
４
」
で
、
武
藤
富
三
さ
ん
が
卓
球
の
部

で
茨
城
県
Ｂ
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
、
第
2
グ
ル
ー

プ
の
第
３
位
と
な
り
、
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

「チームに貢献できて良
かったです。これからも
上位目指して頑張ってい
きたいです」

「台風の影響により試合が 2
試合で中止になり残念でし
たが、夫婦で大会に出場で
きたことがうれしいです」

武藤　富三 さん 

  （町屋町）

  （常福地町）
「全国大会で 7位の成績を残
せて大変うれしいです。これ
からもっと練習し 3年後の
70歳の部で優勝したいです」

  （松栄町）

友江 さん  

消
防
ポ
ン
プ
操
法
県

北
地
区
大
会
で
健
闘

【左から】
三浦拓海くん、
鈴木大翔くん、
海老根寛人くん

ポンプ車操法の部（準優勝）

小型ポンプ操法の部（敢闘賞）
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各所に現れた、コイノボリド
ーム！（スコイ -SCOI-）

廃材を利用した、津田翔平に
よる空間作品（菊池さん家）

増殖し続ける、じょうづる部
の作品展示（菊池さん家）

　2013 年 10 月から開始された、常陸太田アーティスト・イン・レジデンス (AIR) 事業は、1周年
の区切りとして、地域住民とアーティストが共に芸術を楽しむイベント「ヒタチオオタ芸術会議」を

開催しました。水府地区では、10 月 13 日から 19 日にかけて水府支所・高台の菊池さん家 ( 和久町）

などを会場に、里美地区では、11 月 8・9日に荒蒔邸を会場に開催しました。各地区で、地域の皆

さんと一緒に、作品展示やワークショップ、交流会を行いました。移住作家3人の他に、ゲストアー

ティストやゲストキュレーターもお呼びし、地域の皆さんと深く交流し、互いの想いを語り会う素晴ら

しい日々でした。「井戸端アート」をテーマに掲げた今回のイベントは、地域の皆さんの手作業、地

域にとっての日常を、改めて美術品として展示することで、日々の尊さ、地域の美しさを感じてい

ただきたいと開催したもので、市内外から、たくさんの方が来場してくださいました。

ト「ヒタチオオタ芸術会議」

常陸太田市美術協会展に参加
させていただきました

水府商工会青年部の皆さんと
竹でできたスタードーム制作

「高台の菊池さん家」にて
ご家族や近所の皆さんと。

アート交流会では、地域の
皆さんのおもてなし料理！

菊池さん家のおばあちゃん
になる双六ワークショップ中

なるによる紙粘土作品展示
（水府支所）

林友深によるグラスデコ展示
（市民交流センター）

ミヤタユキによるコイノボリ
のれん（菊池さん家）

　次号では、地域の皆さんの感想や里美地区（荒蒔邸）での芸術会議をレポートします。お楽しみに！
11 月 22 日（土）10:00～15:00 は、市民交流センター（パルティホール）にて「子子育（ここいく）

メッセ」が開催されます。常陸太田 AIR アーティストも参加します。皆さんぜひお越しください！！！
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13

田中

磯部
4

里 美

里 美

　協力隊が調整役として関わっている「域学連携事

業」。3 年目を迎える今年はさらなる革新がありました。

それは水戸農業高校との高・大連携です。里川町の皆

さんと茨城大学の学生が育てた里川カボチャを、水戸

農業高校の生徒が加工し、商品開発するという取り組

みが始まりました。第 1 弾はカボチャのタルトです。

このタルトは 11 月 15 日～ 16 日に開催される茨城大

学の文化祭 “茨苑祭” で販売されます。続けるごとに

関わる人が増えている里美の域学連携事業。今後も協

力隊として住民と学生の双方の意見を聞きながら、こ

の事業の充実・発展に向けてより良いカタチを探って

いきたいと思います。

　金砂郷地区の子どもたちに地域資源の活用法を知っ

てもらおうと、金砂郷にある「そばの花」と「かな料紙」

を使ったしおりづくりを 10 月 18 日に交流センターふ

じで行いました。赤土町の「常陸秋そばの郷まもりたい」

の皆さんから提供していただいたそばの花を、大里町

の小室さんが制作している「かな料紙」と合わせてし

おりにしました。参加した子どもたちは夢中になって

世界に一つだけのしおりを作りました。ちょっと工夫

する今回の取り組みにより、地域資源の魅力を再発見

できました。今後も、地域資源の魅力や活用法を地域

の皆さんにこそ知っていただけるように、活動してい

きたいと思っています。

　秋のイベントシーズンがやってきました。里美では

里美ふれあい館イベント広場でかかし祭が開催中。協

力隊は毎回ブースを出させてもらっていますが、今回

は「せっかく里美にいるのだから、かかしを作ってみ

よう」ということで地域の方と一緒に制作に初挑戦。

大きなかかしは「こも編み」という作業を繰り返して

作りました。細かい作業ですが、みんなで雑談をしな

がらだとあっという間です。地域のことや、これから

のことなどのたわいのない会話で、人とのつながりを

感じるとても楽しい時間。次にやりたいことの話が出

てきたり…、かかし作りをとおして新たな展開が待っ

ている予感がしました。

広がる可能性

そばの花×かな料紙でしおりづくり

初のかかし作り！
地域おこし協力隊の最新情報は、ホームページ： http://hssk-i.com/　ＦＢページ： https://www.facebook.com/hokyoryokutai で

9
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市
郷
土
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
貴
重

な
資
料
を
紹
介

太
田
遺
産  

梅
津
福
次
郎
木
像

西
二
町
の
梅
津
会
館
前
に
あ
る
梅
津
福
次
郎

銅
像
に
は
、
木
像
も
存
在
し
、
郷
土
資
料
館
で

所
蔵
し
て
い
ま
す
。

梅
津
福
次
郎
は
、
安
政
５
年
（
一
八
五
八
）

に
太
田
村
に
生
ま
れ
、
23
歳
の
時
に
北
海
道
の

函
館
に
渡
り
、
持
ち
前
の
努
力
で
商
売
で
大
成

功
を
収
め
ま
し
た
。

福
次
郎
は
、
生
を
受
け
た
郷
土
太
田
へ
の
恩

義
に
報
い
る
べ
く
、
建
物
の
建
築
な
ど
に
多
く

の
浄
財
を
寄
付
し
ま
し
た
。
旧
太
田
町
役
場
で

あ
っ
た
梅
津
会
館
の
建
築
に
3
万
5
千
円
、
梅

津
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
久
昌
寺
の
本
堂
・
庫
裏

な
ど
の
建
築
に
6
万
5
千
円
、
西
山
修
養
道
場

（
現 

西
山
研
修
所
）
の
建
築
に
5
万
円
、
若
宮

八
幡
宮
社
務
所
の
建
築
に
3
千
円
な
ど
で
す
。

昭
和
9
年
に
墓
参
の
際
に
立
ち
寄
っ
た
太
田

町
役
場
が
あ
ま
り
に
も
古
く
、
狭
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
当
時
の
武
藤
常
介
町
長
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
庁
舎
建
築
費
用
と
し
て
2
万
円
の
寄
付

を
即
決
し
、
後
に
1
万
5
千
円
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
寄
付
を
受
け
て
、
当
時
の
太
田
町

議
会
は
、
福
次
郎
の
恩
に
報
い
る
た
め
胸
像
の

制
作
を
決
め
ま
し
た
。
作
者
は
後
に
日
展
会
員

と
な
っ
た
水
戸
の
彫
刻
家
森
山
朝
光
で
、
昭
和

10
年
4
月
に
朝
光
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
れ
た
福
次

郎
ら
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

銅
像
は
、
昭
和
11
年
10
月
20
日
の
太
田
町

問 

文
化
課
（
☎
72
‐
３
２
０
１
）

役
場
の
竣

工
式
に
先

立
っ
て
除

幕
式
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
し
か

し
、
昭
和

18
年
に
戦

争
の
た
め
供
出
さ
れ
て
し
ま
い
、
一
時
期
台
座

か
ら
胸
像
は
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
昭
和
29
年

に
再
建
さ
れ
、
現
在
の
銅
像
は
2
代
目
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
木
像
は
昭
和
18
年
と
い
う

記
録
が
あ
り
、
供
出
さ
れ
た
銅
像
の
代
わ
り
作

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な

お
、
福
次
郎
の
65
万
円
の
寄
付
で
土
地
と
校
舎

を
整
備
し
た
函
館
市
立
中
学
校
（
現 

市
立
函
館

高
校
）
に
も
、
同
じ
森
山
朝
光
の
作
に
よ
る
木

像
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
梅
津
会
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

耐
震
改
修
工
事
な
ど
で
昨
年
4
月
か
ら
休
館

し
て
い
た
郷
土
資
料
館
（
梅
津
会
館
）
は
、
工

事
完
了
に
伴
い
11
月
22
日
か
ら
公
開
を
再
開
し

ま
す
。
館
内
を
昭
和
11
年
の
竣
工
時
の
姿
に
復

原
す
る
と
と
も
に
、
展
示
室
を
新
た
に
増
築
し

た
、
新
し
い
梅
津
会
館
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。〇 

11
月
22
日
〜
28
日  

「
第
3
回
水
戸
藩
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ロ
ー
ド
展
」
※
11
月
25
日
休
館

〇 

11
月
29
日
〜
12
月
28
日  

「
梅
津
福
次
郎
と

梅
津
会
館
展
」　

※
月
曜
休
館

Vol.8

ぜひ朝市にお越しく
ださい。おいしい野
菜が待っていますよ

今月の朝市は11月16日日に市役所駐車場で開催します！

シ
ク
ラ
メ
ン
は
い

ろ
い
ろ
な
品
種
が
あ

り
ま
す
が
、
朝
市
で

は
「
べ
ラ
ノ
」
と
い

う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
品

種
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
こ
の
品
種
は
、

小
葉
や
花
数
が
多
く
水
持
ち
の
良
い
品
種
で

大
変
育
て
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
お
客
さ

ん
か
ら
シ
ク
ラ
メ
ン
を
長
持
ち
さ
せ
る
秘
訣

を
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
咲

き
終
わ
っ
た
花
を
こ
ま
め
に
摘
み
取
り
、
日

当
た
り
が
良
く
て
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
鉢
底
の
水
が
無
く

な
っ
た
ら
水
を
た
っ
ぷ
り
と
与
え
て
く
だ
さ

い
。
シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
光
と
水
の
管
理
を
徹

底
す
る
と
何
年
で
も
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま

す
。
朝
市
で
、
き
れ
い
な
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花

を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

冬
の
鉢
花
の
女
王
（
シ
ク
ラ
メ
ン
）

野
菜
の
お
い
し
さ
を
伝
え
た
い

新
鮮
な
農
産
物
等
で
毎
回
好
評
の
常
陸
太

田
朝
市
。
魅
力
あ
る
商
品
を
発
信
す
る
出
店

者
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

問 

販
売
流
通
対
策
課
（
内
線
６
６
3
）

野
菜
づ
く
り
の

楽
し
み
は
、
買
っ

て
く
だ
さ
っ
た
お

客
さ
ん
の
「
お
い

し
か
っ
た
」
の
ひ

と
言
で
す 

。
野
菜

は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
食
材
な
の
で
、
少
し
ず
つ
多
数

の
品
種
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
主

催
の
「
野
菜
づ
く
り
講
習
会
」
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
い
、
農
薬
も
最
小
限
に
抑
え
る

な
ど
、
少
し
で
も
良
い
物
を
作
ろ
う
と
心

が
け
て
い
ま
す
。
虫
や
天
候
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
育
て
た
野
菜
を
買
っ
て
く
だ

さ
っ
た
お
客
さ
ん
に
、
心
か
ら
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
伝
え
し
た
い
で

す
。
朝
市
に
来
場
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
一
度

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
い
し
い
野
菜

が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
内
園
芸
（
内
田
町
） 

大内さんはシクラメ
ンの第一人者。いろ
いろなシクラメンを
品種改良しています

村
田
徳
一
（
小
目
町
）

森山朝光のアトリエを訪問したときの
写真。前列右が梅津福次郎、左が武藤
常介、後列右から 2人目が森山朝光
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  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

輪投げに挑戦

消防体験をしたよ

ちょっと
寄り道

今
月
は
里
川
町 

来月は、里川町の
「里川」つながりで、
小中町さんにお願
いします。

紹介者　
里川町
荷見　誠さん

里川町には、関東一の面積を誇る里美牧場があ
ります。この牧場は明治 29 年（1896）に開設。
軍用馬の育成につとめてきた牧場ですが、終戦後
は農耕馬の生産育成に活用されてきました。農
業機械の発展とともに馬の姿は少なくなり、昭和
30年代から牛の育成牧場となりました。その後、
昭和 40年代以降一部観光面にも利用されるよう
になり、宿泊施設「プラトーさとみ」や「県立里
美野外活動センター」等の施設が整備されました。
近年は、標高 700 ～ 800m地点に風力発電施設
が整備され、年間約 2,500 ～ 3,000 世帯分の電
気が供給されています。プラトーさとみからの眺
めはすばらしく、冬場には遠く世界遺産となった
富士山を見ることもできます。

　　里美牧場  

薬谷町ふれあい秋まつり
10 月 26 日、薬谷町の山田川河川敷で、薬谷町ふれあい秋

まつりが行われました。今年で 11 回目となるまつりでは、地
元町会などから約 120 人が参加し、輪投げや抽選会、地元農
産物の品評会などが行われました。永田清町会長は、「今年
は、子どもからお年寄りまで楽しめるイベントを企画しまし
た。また、地元の歴史や文化をもっと多くの方に知ってもら
おうと、昨年行われた地元学の発表会も併せて開催しました。
これからも地域を盛り上げる活動をしていきたいです」と話
してくれました。

　風力発電施設  

うまく的に当てることがで
きるかなぁ 

地元農産物の品評会
多くの子どもたちでにぎわった地元学の発表会
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■財政力指数　0.410
標準的な行政サービスをするた
めのお金を、自ら賄える割合

■経常収支比率　89.2％
市債の返済など義務的な経費に、
市税など経常的な財源が充てら
れる割合

■健全化判断比率等（平成25年度決算）

※この基準を超えると健全化に向けた取り組みが必要になります。

県内 32市中

基金残高の推移 市債残高の推移

県内市平均
0.708

32 位

指標 内容 常陸太田市

実 質 赤 字 比 率 一般会計における赤字の割合 赤字なし

連結実質赤字比率
一般会計のほか、特別・企業
会計も含めた全会計の赤字の
割合

赤字なし

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 7.1％

将 来 負 担 比 率 将来に負担が見込まれる負債
（借金）の割合 該当なし

資 金 不 足 比 率 公営企業の資金不足額を表す
割合

資金不足なし

早期健全化基準※

12.69%

17.69%

25.0%

350.0%

20.0%
（経営健全化基準※）

市の財政状況

問
財
政
課
財
政
係
（
内
線
３
１
８
・
３
１
９
）

市
で
は
毎
年
、
決
算
の
状
況
や
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
常
陸
太
田
市
の
平
成
25
年
度
決
算
の

概
要
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自治体の財政状況を示す「健全化判断比率等」は健全な数値ですが、市税などの
自主財源が少なく、地方交付税や国県支出金などの依存財源に頼っている状況です。

平成 25 年度末現在、市の一般会計に係る「貯金（基金）」の残高は 156 億 6,523
万円で、前年度と比べ 8億 5,645 万円増加。同じく「借金（市債）」は 226 億 2,235
万円で、6億 1,656 万円減りました。

人口減少などにより、市税の増収は見込めず、地方交付税も減額になっていく中で、
医療や福祉などにかかるお金、施設の老朽化に伴う維持・更新にかかるお金などが増え
る見込みです。節約できるものは節約し、限られたお金を有効に使っていきます。

県内 32市中

県内市平均
88.2%

16位

0

100 億円

200 億円

H21

106 116
139 148 157

H22 H23 H24 H25
0

100 億円

200 億円

300 億円

H21

257 245 243 232 226

H22 H23 H24 H25
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9 億 8,183 万円　黒字

31.0%

69.0%

職員数の削減などにより、
前年度と比べて 2億 146
万円減少しました。

高齢者福祉 2億 2,392 万円
障害者福祉 8億 9,963 万円
児童福祉 13 億 121 万円
その他 12 億 5,603 万円

震災復興経費の減少など
により、前年と比べて 2
億 142 万円減少しました。

国保、後期高齢、介護
保険への繰出金が増え
ています。

※グラフ中の「％」は、歳入・歳出中の構成比です。

小・中学校の耐震改修や
里美中学校の整備などに
より、前年度と比べて 6
億 705 万円増加しました。

人件費
　48 億 2,325 万円
　市職員の給与や議員報酬
　など

民生費
　36 億 8,079 万円
　医療や福祉にかかったお金

公債費
　33 億 6,838 万円
　施設や道路などをつくる
　ときに借りたお金の返済金

繰出金
　31 億 9,435 万円
　国民健康保険や下水道事業
　など、他の会計へ繰り出し
　たお金
教育費
　27 億 5,265 万円
　幼稚園や小・中学校、図書館、
　公民館などにかかったお金

土木費
　18 億 3,910 万円
　道路などの維持・整備にかかったお金

その他
　56 億 6,208 万円
　保健衛生やごみ処理、商業、
　農業、観光、消防などに
　かかったお金

平成 25年度 決算の状況

自
主
財
源  

81
億
７
９
７
２
万
円

依
存
財
源  
１
８
１
億
２
２
７
１
万
円

歳入から歳出を引いた収支は、9億 8,183 万円の黒字になりました。
黒字9億8,183万円のうち、5億6,981万円を平成26年度に繰り越し、
4億 1,202 万円を貯金しました。

一般会計

常陸太田市の平成 25年度決算の概要常陸常陸常陸常陸常陸常陸常陸常 太田太田太田太田太田田市の市の市の市の市市市 平成平成平成平成平成平成成成 2525252525 年年度年度年度年度年度年度度決算決算決算決算決算決算算の概の概の概の概の概概概概要要要要要要要要要常陸太田市の平成 25年度決算の概要

市民税や固定資産税などの
税金

人口や税収などに応じて
国から配分されたお金

国や県が必要と認めた事業
に対して、国や県から配分
されたお金

施設や道路などをつくる
ときに、国などから借り
たお金
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区　　分 歳入決算額 前年度比 歳出決算額 前年度比

国 民 健 康 保 険 65億 7,092万円 △1.9％ 61億 6,020万円 1.9％

後 期 高 齢 者 医 療 6億 1,134万円 4.5％ 6億 889万円  4.4％

介 護 保 険 49億 7,627万円 4.2％ 49億 359万円 4.8％

下 水 道 事 業 20億 3,315万円 25.9％ 19億 5,954万円 25.6％

農 業 集 落 排 水 事 業 3億 6,206万円 △30.4％ 3億 4,090万円 △32.3％
戸別合併処理浄化槽
設 置 整 備 事 業 1億 2,349万円 8.0％ 1億 1,686万円 6.2％

簡 易 水 道 事 業 2億 9,431万円 △8.6％ 2億 7,957万円 △7.5％

合　　計 149億7,154万円 2.3％ 143億6,955万円 4.2％

公営企業会計

◉国民健康保険
被保険者数（H25 年度平均） 15,114人

一人当たり医療費 308,545円

◉後期高齢者医療
被保険者数（H25 年度平均） 9,905人

一人当たり医療費 816,465円

◉介護保険
被保険者数（H25 年度平均） 17,335人
一人当たり給付費 265,962円

※ 一人当たりの医療費・給付
費を求めた各特別会計の歳
出決算額には、委託費や事
務的経費なども含まれてい
るため、被保険者数で割っ
ても一人当たり医療費・給
付費とは一致しません。

一人当たりの医
療費などを見て
みましょう

区　　分 収入決算額 前年度比 支出決算額 前年度比

水道事業
収益的収入 11億 7,127万円 0.8％ 収益的支出 10億 8,979万円 1.1％

資本的収入 14億 5,680万円 26.1％ 資本的支出 19億 1,005万円 22.5％

工業用水道事業
収益的収入 5,185万円 △ 42.9％ 収益的支出 5,154万円 △ 25.6％

資本的収入 2,890万円 ― 資本的支出 4,429万円 1.6％

［15,310 人］

［313,388 円］

［9,842 人］

［801,139 円］

前年度

［17,055 人］

［257,752 円］

常陸太田市の平成 25年度決算の概要

広報
ひたちお

おた

区分 状況

水
道
事
業

給 水 人 口 46,766 人

給 水 世 帯 17,897 世帯
普 及 率 98.85 ％

年間配水量 5,773,482 ㎥

年間給水量 4,935,039 ㎥

給 水 原 価 218.27 円

区分 常陸太田地区 金砂郷地区
工
業
用
水
道
事
業

給水事業所 3 社 宮の郷工業団
地の立地企業
が利用してい
ないため、現
在は休止して
います。

年間契約水量 456,250 ㎥

年間配水量 449,048 ㎥

年間給水量 448,599 ㎥※ 水道事業は、平成 23 年
度から常陸太田地区と
金砂郷地区が事業統合
しました。

特別会計 すべての会計において、赤字は生じていません。

常陸常陸常陸常陸常陸常陸常陸常 太田太田太田太田太田田市の市の市の市の市市市 平成平成平成平成平成平成成成 2525252525 年年度年度年度年度年度年度度決算決算決算決算決算決算算の概の概の概の概の概概概概要要要要要要要要要常陸太田市の平成 25年度決算の概要
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特別会計 

水道事業公営企業会計 

市有財産

市では地方自治法に基づき、年 2
回、予算の執行状況をお知らせし
ています。
今年度上半期（平成 26 年 9 月 30
日現在）の歳入・歳出等の状況を
お知らせします。

平成26年度予算

執行状況

歳 入一般会計 
区　分 予算現額 収入済額 収入率

地方交付税 95億 10万円 66億 359万円 69.5%
市 税 52億 8,287万円 32億 4,917万円 61.5%
市 債 22億 2,030万円 4,430万円 2.0％
国庫支出金 22億 2,556万円 8億 9,094万円 40.0%
県 支 出 金 11億 4,362万円 1億 1,996万円 10.5％
繰 入 金 4億 536万円 0円 0％
そ の 他 27億 9,621万円 20億 1,052万円 71.9％

合　計 235億7,402万円 129億1,848万円 54.8％

歳 出一般会計 
区　分 予算現額 支出済額 支出率

民 生 費 65億 5,630万円 30億 4,788万円 46.5％
公 債 費 31億 9,933万円 15億 874万円 47.2％
総 務 費 32億 5,094万円 11億 5,822万円 35.6％
土 木 費 22億 5,691万円 10億 9,454万円 48.5％
教 育 費 35億 5,493万円 15億 1,819万円 42.7％
衛 生 費 18億 3,016万円 6億 5,851万円 36.0％
そ の 他 29億 2,545万円 11億 4,433万円 39.1％

合　計 235億7,402万円 101億3,041万円 43.0％

区　　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国 民 健 康 保 険 63億 3,447万円 27億 3,677万円 43.2％ 24億 1,662万円 38.2％
後 期 高 齢 者 医 療 6億 3,951万円 2億 2,780万円 35.6％ 2億 1,088万円 33.0％
介 護 保 険 53億 8,365万円 24億 3,517万円 45.2％ 21億 4,629万円 39.9％
下 水 道 事 業 13億 529万円 8億 472万円 61.7％ 5億 2,217万円 40.0％
農業集落排水事業 3億 4,809万円 2億 5,496万円 73.2％ 1億 3,465万円 38.7％
戸別合併処理浄化槽
設 置 整 備 事 業 1億 4,849万円 4,753万円 32.0％ 2,687万円 18.1％

簡 易 水 道 事 業 3億 1,431万円 1億 6,720万円 53.2％ 1億 1,659万円 37.1％

合　　計 144億7,381万円 66億7,415万円 46.1％ 55億7,407万円 38.5％

工業用水道事業公営企業会計 
区分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収入 7,336万円 2,747万円 37.4％

支出 6,691万円 1,843万円 27.5％

資本的
収入 1,415万円 0万円 0.0％
支出 3,613万円 2,050万円 56.7％

区分 内容

土地 約 313ha

山林 約 357ha

建物 275,431㎡

歳計現金 38億 8,424万円

各種基金 166億 8,022万円

有価証券 5,656万円

区分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収入 13億 4,717万円 5億 6,922万円 42.3％

支出 13億 848万円 3億 2,846万円 25.1％

資本的
収入 1億 3,908万円 0万円 0.0％
支出 5億 7,963万円 2億 9,850万円 51.5％
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キ ラ リ 健 や かコ コ ロ と カ ラ ダ 問健康づくり推進課☎ 73-1212

インフルエンザ
～感染症を予防しよう①～

例年 12 月から 3月は、インフルエンザの流行シーズンです。
まず、インフルエンザに「かからないようにする」こと。
かかってしまった時には、他の人に「うつさないようにする」
ことが大切です。

☆  65 歳以上の方については、予診票を個別に郵送していますので、医療機関に直
接お申し込みの上、接種してください。
☆  1 歳～ 15 歳未満の方は、市内予防接種協力医療機関に予診票が置いてあります
ので、直接医療機関にお申し込みの上、接種してください（市外の医療機関で接
種する場合は、あらかじめ健康づくり推進課へご連絡ください）。
☆どちらも実施期間は 12 月 31 日までとなります。

インフルエンザの予防接種費用の一部を助成しています

○ 

38
℃
以
上
の
発
熱
、
咳
、
の
ど
の

痛
み
に
加
え
て
頭
痛
、
関
節
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
現
れ

ま
す
。

○ 
特
に
基
礎
疾
患
（
持
病
）
の
あ
る

方
や
高
齢
者
、
乳
幼
児
は
重
症
化

し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

○ 

か
か
っ
た
ら
、
水
分
を
よ
く
と
り
、

屋
外
へ
出
る
の
を
避
け
、
し
っ
か

り
休
養
し
ま
し
ょ
う
。

　

▽
飛
沫
感
染
と
は

　

 　

 

感
染
し
た
人
の
咳
な
ど
の
飛
沫

（
し
ぶ
き
）
の
中
に
あ
る
ウ
イ
ル

ス
を
口
や
鼻
か
ら
吸
い
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
感
染
す
る
こ
と
で
す
。

　

▽
接
触
感
染
と
は

　
　

 

ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
手
で
鼻
や

口
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
粘
膜
な

ど
を
通
じ
て
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に

入
り
感
染
す
る
こ
と
で
す
。

○ 

ま
ず
、
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

外
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
体

力
や
抵
抗
力
を
高
め
て
健
康
管
理

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

室
内
で
は
適
度
な
湿
度
（
50
〜

60
％
）
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

○ 
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
時
に
は
、
ハ

ン
カ
チ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口

や
鼻
を
覆
い
、
他
人
か
ら
顔
を
そ
む

け
て
１
ｍ
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

○ 

使
用
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
す
ぐ

に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
て
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

○ 

咳
を
し
て
い
る
場
合
は
、
周
り
の

方
へ
う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ
ス
ク

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇 

飛
沫
・
接
触
感
染
の
2
種
類
が
あ

り
ま
す
。
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国民年金通信　●●● 保険年金課年金医療係（内線 117･118）

　　年金に関する問い合わせ　　水戸北年金事務所 国民年金課 ☎ 029-231-2381

1 

口
座
振
替
で
納
め
る

場
合

　

割
引
が
あ
り
、
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
（
ま
と

め
て
納
付
す
る
こ
と
）
は
、
納

付
書
（
現
金
）
で
納
め
る
よ
り

も
割
引
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

○ 

月
々
納
め
る
場
合
も
、
早
割
に

す
る
と
１
カ
月
当
た
り
50
円
の

割
引
に
な
り
ま
す
。

◆ 

申
込
窓
口　

金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
農
協
等
を
含
む
）

ま
た
は
水
戸
北
年
金
事
務
所

◆ 

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
年

金
手
帳
ま
た
は
納
付
書　

②
預

（
貯
）
金
通
帳
と
届
出
印

2 

納
付
書
を
利
用
し
て
現

金
で
納
め
る
場
合

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
、
金
融
機
関
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
農
協
等
含
む
）、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
＊
納
付
で
き

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
納
付

書
の
裏
面
に
記
載

○ 

納
付
期
限
は
翌
月
末
日
で
す
が
、

過
ぎ
て
し
ま
っ
て
も
２
年
以
内

な
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○ 

前
納
に
よ
る
割
引
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

納
付
書
が
な
い
場
合
は
再
発
行

で
き
ま
す
。

3 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
め
る
場
合

　

自
宅
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
電
話
な
ど
を
利
用
し
て

納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
お

支
払
い
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
（http://w

w
w
.

nenkin.go.jp/
）。

◆ 

保
険
料
を
納
め
る
と
税
金
が
安

く
な
り
ま
す
↓
納
め
た
保
険
料

は
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
全

額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆ 

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

↓ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

納付方法 保険料の区分 割 引 額
（平成26年度の年額） 申込期限

前納

2 年前納 4 月分から翌々年 3 月分 14,800 円

2 月末日1 年前納 4 月分から翌年 3 月分 3,840 円

6 カ月前納
4 月分から 9 月分

2,080 円
10 月分から翌年 3 月分 8 月末日

毎月
納付

早割 当月分を当月末日振替 600 円
随時

通常の振替 当月分を翌月末日振替 無し

■口座振替による納付方法と割引額等

す
べ
て
の
市
民
が
一
つ

の
大
家
族
で
あ
る
よ
う

な
社
会
を
目
指
し
て

11
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
社
会
で
す
。

● 

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
お
互
い
に
思
い

や
り
、認
め
合
い
ま
し
ょ

う
。

● 

家
事
、
育
児
、
介
護
な

ど
家
庭
の
仕
事
を
家
族

み
ん
な
で
協
力
し
て
支

え
合
い
ま
し
ょ
う
。

● 

職
場
、
家
庭
、
地
域
の

活
動
に
バ
ラ
ン
ス
良
く

楽
し
く
参
加
で
き
る
よ

う
、
生
活
や
働
き
方
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

● 

地
域
で
行
わ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
男
女
が

と
も
に
参
画
し
、
多
彩

な
意
見
を
反
映
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

問 
少
子
化
・
人
口
減
少
対

策
課
（
内
線
３
１
４
）
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Information

子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
か

【
事
例
】

　
「
今
契
約
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ

ダ
よ
り
安
く
な
る
の
で
乗
り
換
え

ま
せ
ん
か
」
と
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、

承
諾
し
た
。
そ
の
後
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
の
変
更
は
遠
隔
操
作
で
行
わ
れ

た
。
変
更
後
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ

バ
イ
ダ
料
金
よ
り
高
額
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　

解
約
を
申
し
出
た
が
「
解
約
に

は
違
約
金
が
必
要
」
と
言
わ
れ
た
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

 「
今
よ
り
安
く
な
る
」
遠
隔
操
作
に
よ
る

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

電
話
で
大
手
電
話
会
社
名
を
か

た
る
な
ど
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
す
る
た
め
の
プ
ロ
バ
イ

　

子
ど
も
の
心
や
身
体
を
傷
つ
け
、

子
ど
も
の
成
長
や
発
達
を
妨
げ
る

も
の
で
す
。
虐
待
に
は
次
の
４
つ

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

身
体
的
虐
待　

身
体
に
直
接
暴

力
で
傷
を
負
わ
せ
る
こ
と
。
殴

る
、
蹴け

る
、
火や

け
ど傷

さ
せ
る
な
ど

◇ 

性
的
虐
待　

子
ど
も
に
わ
い
せ

つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
、
ま
た

は
さ
せ
る
こ
と
。

◇ 

心
理
的
虐
待　

子
ど
も
の
心
を

傷
つ
け
る
こ
と
。
言
葉
で
脅
し

た
り
拒
否
的
な
態
度
を
と
る
な

ど
。

◇ 

ネ
グ
レ
ク
ト　

衣
食
住
の
世
話

を
し
な
い
。
十
分
な
栄
養
を
与

え
な
い
。
閉
じ
込
め
る
な
ど
。

 

プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
勧
誘
に
注
意
を
！

ダ
契
約
の
変
更
を
持
ち
か
け
、
遠

隔
操
作
で
設
定
変
更
す
る
勧
誘
に

関
す
る
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
よ
り
安
く
な
る
」
な
ど
と

勧
誘
さ
れ
た
時
は
、
契
約
内
容
に

関
す
る
書
面
を
求
め
、
は
っ
き
り

理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
承
諾
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
契

約
は
、
法
律
上
の
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

困
っ
た
時
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市

民
協
働
推
進
課
内
☎
70
‐

１
３
２
２
）

✿ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。✿

◇ 

ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
（
9
月
26
日
〜
10
月
24
日
受
入
分
）
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
り
、寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
で
す
。
小
林
剛
一
様（
東

京
都
稲
城
市
）
＝
5
千
円
〔
指
定
な
し
〕
／
匿
名
の
方
（
馬
場
町
）

＝
2
万
円
〔
指
定
な
し
〕
／
匿
名
の
方
（
日
立
市
）
＝
5
千
円
〔
自

然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
〕 

／ 

匿
名
の
方
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

＝
3
万
円
〔
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
〕 

／
瀬
谷
く
に
様 

（
横
浜
市
）

＝
１
０
０
万
円
〔
指
定
な
し
〕  

　

虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
は
、

自
ら
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
表
面
化
し
に
く
い
虐
待

を
い
ち
早
く
発
見
し
、
支
援
を
図

る
た
め
に
は
、
周
囲
の
皆
さ
ん
の

〝
気
づ
き
〞
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

 

「
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら
、

児
童
相
談
所
や
子
ど
も
福
祉
課
、

民
生
委
員
ま
た
は
児
童
委
員
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
・
連
絡
先

　

〇 

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
0
‐

０
６
４
‐
０
０
０
）

　
　

※ 

お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童

相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

○ 

中
央
児
童
相
談
所
日
立
児
童

分
室 （
☎
０
２
９
４
‐
２
２

‐
０
２
９
４
）

　
　

※ 

相
談
（
通
告
）
を
し
た
方

や
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
虐
待
と
は

虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら

た
め
ら
わ
ず
に
相
談
を

育
児
な
ど
で
お
困
り
の
方
へ

　

家
庭
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
の
基
盤
で
あ
り
、
人
格
の
形
成

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
専
門

の
相
談
員
が
、
し
つ
け
や
養
育
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

◇
家
庭
児
童
相
談
室　

 

　

〇 

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
１
階

子
ど
も
福
祉
課
内　

相
談
時

間　

月
〜
金　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時

問 

子
ど
も
福
祉
課
（
内
線

１
４
５
・
１
６
１
）
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ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

第
36
回
市
民
弓
道
大
会
﹇
10
月
12

日
／
山
吹
運
動
公
園
弓
道
場
﹈

【
中
学
男
子
】
①
黒
澤
航
海
（
太

田
中
）
②
上
岡
世
弥
（
太
田
中
）

③
江
幡
拓
希
（
太
田
中
）【
中
学

女
子
】
①
円
谷
公
美
（
太
田
中
）

②
高
星
有
紗
（
太
田
中
）
③
佐
々

木
朗
子
（
太
田
中
）【
高
校
男
子
】

①
柴
田
拓
実
（
佐
竹
）
②
武
藤
宏

明
（
佐
竹
）
③
宇
野
春
彦
（
佐
竹
）

【
高
校
女
子
】
①
北
原
早
織
（
太

田
一
）
②
久
保
木
か
い
り
（
佐
竹
）

③
栗
田
怜
奈
（
太
田
一
）【
一
般
】

①
森
實
裕
人
②
菊
池
隆
広
③
武
藤

光
一

第
31
回
市
民
テ
ニ
ス
大
会
（
ダ
ブ

ル
ス
）﹇
10
月
12
日
／
山
吹
運
動

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
﹈

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
】
①
浅
野

智
・
橋
本
正
人
（
太
田
グ
リ
ー
ン
）

②
弓
野
佳
介
・
和
田
敏
裕
（
市
体

協
テ
ニ
ス
）
③
廣
木
浩
・
田
辺
宏

明
（
市
役
所
）【
女
子
ダ
ブ
ル
ス

の
部
】
①
佐
藤
桃
香
・
小
堆
亜
美

（
太
田
一
高
）
②
小
松
志
織
・
萩

野
谷
泉
羽
（
太
田
一
高
）
③
桐
原

千
夏
・
杉
千
晶
（
太
田
一
高
）

【
日
立
市
】

ヒ
タ
チ 

ス
タ
ー
ラ
イ
ト 

イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
４

　

色
鮮
や
か
な
約
10
万
球
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
広
場
い
っ
ぱ
い
に
ヒ

カ
リ
輝
き
ま
す
。
期
間
中
は
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇ 

点
灯
期
間　

11
月
22
日
土
〜
12

月
25
日
木　

午
後
５
時
〜
10
時

◇ 

と
こ
ろ　

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
新
都
市
広
場
（
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
日
立
駅
前
）

問 

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
９
４
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７
７
１
１
）

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

【
東
海
村
】

第
20
回
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り

東
海
村
の
特
産
品
で
あ
り
、
健
康

食
品
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る｢

サ

ツ
マ
イ
モ｣

が
主
役
の
お
祭
り
で
す
。 

◇ 

と
き　

11
月
23
日
日　

午
前
８
時

45
分
〜
午
後
３
時
40
分

◇ 

と
こ
ろ　

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
そ
の
周
辺

◇ 

内
容　

焼
い
も
コ
ー
ナ
ー
／
い
も

の
つ
か
み
取
り
／
い
も
掘
り
体
験

／
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
／
吹
奏

楽
演
奏
等

問 

東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
運
営
協
議

会
（
東
海
村
村
長
公
室
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
内
☎
０
２
９

２
８
２

１
７
１
１　

内
線
１
３
４
４
）

善
意
あ
り
が
と
う

〇 

常
陸
太
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ  

様=

山
吹
運
動
公
園
親
水
広
場

の
休
憩
所
に
電
波
時
計
1
台

〇 

医
療
法
人
成
仁
会
渡
辺
医
院
様

=

市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

市
に
全
自
動
血
圧
計
1
台

青少年健全育成常陸太田市民の会

ま
ず
、
大
人
か
ら
子
ど
も
に
あ
い
さ
つ
・
声
か
け

を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
で
、
大
人

と
子
ど
も
・
大
人
同
士
・
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
広
げ
る
運
動
で
す
。

問 生涯学習課（☎ 72‐8888）

金
砂
郷
の
け
ん
ち
ん
村
ま
つ
り

■
と　

き　

11
月
30
日
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

■
と
こ
ろ　

交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ

■ 

内
容　

市
観
光
物
産
協
会
会

員
等
に
よ
る
出
店
（
け
ん
ち

ん
汁
販
売
・
試
食
・
特
産
品

販
売
等
）
／
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
／
昔
の
農
機
具
展
示

コ
ー
ナ
ー
／
つ
け
け
ん
ち
ん

ソ
バ
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
等

問 

金
砂
郷
地
域
振
興
課
（
☎
76

‐
２
１
１
7
）

Information

親水広場の休憩所に設置市役所本庁１階ロビーに設置しましたのでご利用ください

〇 
世
矢
歴
史
愛
好
会
様（
真
弓
町
）

＝
9
千
円
〔
社
会
福
祉
事
業
の

た
め
〕
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10 月 13 日、水泳大会が市温水プール（増井町）で
開催されました。大会は、幼児から 70 歳代までの
221 人がエントリーし、日ごろの練習の成果を発揮し
ていました。

10 月 8 日、西山荘の御前田で、太田進徳幼稚園の
園児らが稲刈りを行いました。この御前田は、徳川光
圀公が、一領民になった証として年貢米を納めるため
に自ら耕したといわれており、
5月に園児たちは田植えも体
験。今回刈り取った米は後日、
幼稚園に届けられ、12 月に開
く収穫祭でおにぎりにして味
わう予定です。

10 月 11 日、西山の里桃源でお月見の夕べが開催さ
れました。徳川光圀公は、家臣の労をねぎらうため、
西山荘の観

かんげつさん

月山にて月見の宴を開いたといわれていま
す。会場では、劇団いばらき水戸黄門による演劇をは
じめ、コンサートや桃源市などが行われ、多くのお客
さんでにぎわいました。

10 月３日、久米小で県高圧ガス保安協会太田支部主
催による親子ふれあい料理教室が行われました。参加
した金砂郷地区の親子約 40 人は、同協会から寄贈さ
れた最新のガスコンロを使用し、野菜炒めや餃子、ラー
メン作りに挑戦しました。

9月 14 日、大里コミュニティセンターで大里二町
会敬老会が行われました。
太田警察署長からニセ電
話詐欺防止の講話と下宮
河内町の元お相撲さんに
よる相撲甚句が披露され、
美声が場内全体に響き渡
りました。
10 月 12 日、幸久小で地元高齢者を招待し、幸久地
区敬老会が行われました。
子どもたちの作文発表や
高齢者の肩もみ、県警察
音楽隊の演奏などが行わ
れました。

my town news 

10 月 18 日、 市民環境会議主催による秋の星空観察
会が大里ふれあい広場で行われました。参加した親子
連れなどは、ふれあいセンターで講師の方から双眼鏡
での観察の仕方などの説明を受けた後、野球場で肉眼
や双眼鏡を使って観察会を行いました。「夏の大三角」
「秋の四角形」の位置や、
カシオペア座・北斗七星
から北極星を見つける方
法などを教わりました。
　

おいしいお米ができたよ

一斉にスタート

　　　　相撲甚句を披露

まちの話題

自由形小学生の部

黄門さまと一緒に 行灯が桃源の庭園を照らす

双眼鏡の観察の仕方を
教わる 　　　　県警察音楽隊の演奏

　餃子づくりに挑戦 　　　　最新のガスコンロ 10 台寄贈
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✿
✿

✿✿
花
と
緑
で
や
す
ら
ぎ
の
地
域
づ
く
り

東連地老人クラブ

松平老人クラブ

西小沢小学校

稲木長寿会

 佐竹南台クラブ

　
「
第
42
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
（
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
・
県
教
育

委
員
会
主
催
）」
に
お
い
て
、
佐
竹
小
が
県
知
事
賞
、
西
小
沢
小
と
松
平
老
人
ク
ラ
ブ
が

県
教
育
長
賞
に
輝
く
な
ど
、
8
つ
の
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

✿✿✿✿✿✿✿
佐竹小学校

佐都公民館

一区千歳会（天下野町）

里芋の煮っ転がし今 は月

　
　
　
　

8

常陸太田の「旬」を感じるレシピを紹介！

　　　　　　材料
里芋・・・4～ 5個　　味噌・・・30 ｇ
砂糖・・・200 ｇ　　酒・・・大さじ 2
塩・・・少々　

レシピ
①里芋の皮をむいて、半分に切る。
② 鍋に里芋、かぶるくらいの水を入れ、塩を少々加えて竹
串がすっと通るまでゆで、ざるに移し水気を切る。
③ 味噌、砂糖、酒をよく溶いておく。
④フライパンに②の里芋と③の調味料を入れ、よくからめ
　　るよう弱火で煮る。
⑤ 水気が飛んだらでき上がり。
※ゆずの千切りや白ごまをかけても良い。

〈県知事賞〉〈県教育長賞〉

〈県教育長賞〉

〈大好きいばらき県民会議理事長賞〉〈大好きいばらき県民会議理事長賞〉

〈大好きいばらき県民会議理事長賞〉

〈大好きいばらき県民会議理事長賞〉

〈県造園建設業協会長賞〉
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南
中
学
校
の
教
育
目
標
は
、「
主
体

的
に
学
び
、
心
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く

伸
び
る
生
徒
の
育
成
」
で
す
。

　

そ
の
達
成
の
た
め
に
、
南
中
か
が
や

き
プ
ラ
ン
〈
学
び
つ
ち
か
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
心
と
夢
は
ぐ
く
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
体
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
を

策
定
し
、
知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

夢に向かって
「夢カード」の
掲示

人権教室

部活動

◆

◆

一
人
一
人
が
夢
に
向
か
っ
て

か
が
や
く
た
め
に

南
中
学
校
、
52
年
の
集
大
成

峰山中  野球部 水府中  男子ソフトテニス部

　

創
立
52
年
を
迎
え
た
南
中
学
校
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
北
中
学
校
と
統
合
し
、

金
砂
郷
中
学
校
と
な
り
ま
す
。

　

南
中
学
校
の
最
後
の
年
を
、
生
徒
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
52
年
の
集
大
成
〜
受
け

継
が
れ
る
南
中
魂
〜
」
の
も
と
、
思
い

出
に
残
る
１
年
と
す
る
た
め
に
、
そ
し

て
南
中
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
く
た

め
に
、
明
る
く
元
気
に
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

Vol.19our school life

■
生
徒
数
２
３
８
人

生
徒
一
人
一
人
が
か
が
や
き
、

元
気
と
活
力
に
満
ち
た
笑
顔
が
あ
る
南
中
学
校

◎ 

部
員
数 

２
年
生
５
人
、１
年
生
11
人

◎ 

キ
ャ
プ
テ
ン 

若
林
歩
さ
ん
「
勝
利

に
対
す
る
強
い
気
持
ち
と
大
き
な

声
を
心
が
け
て
い
ま
す
」

◎ 

顧
問 

芝
沼
泰
先
生
「
勝
負
ど
こ
ろ

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
心
が
大
切
。

全
員
野
球
で
勝
つ
喜
び
を
教
え
た

い
で
す
ね
」

◎ 

部
員
数 

２
年
生
６
人
、１
年
生
４
人

◎ 

キ
ャ
プ
テ
ン 

斎
藤
辰
人
さ
ん
「
試

合
で
は
緊
張
し
な
い
よ
う
、
練
習

の
時
と
同
じ
態
度
で
、
み
ん
な
に

話
し
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

◎ 

顧
問 

石
川
勉
先
生
「
日
々
の
練
習

を
し
っ
か
り
行
い
、
粘
り
強
く
努

力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

体育祭伝統種目
「南中名物
  大ムカデ競走」

の

体
「
 

部



今月は
「金郷幼稚園」「金砂郷保育園」

で～す

11 月で１歳です！

蓮見優
ゆ い

衣ちゃん
11月 5日（大里町）

猿田蓮
れんと

斗くん
11月 1日（山下町）

金田みなみちゃん
11月7日（中利員町）

大串陽
ひ な

菜ちゃん
11月2日（中利員町）

発行　常陸太田市／編集　情報政策課 
〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690　☎ 72-3111（内線 303・304）　Fax72-3002　
＊広報ひたちおおたは市のホームページでもご覧になれます　URL http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

表紙に
よせて

新そばシーズンが到来。そばと言えば、そばつゆをつけて食べる「ざるそば」が通好みですが、
市内では昔から「けんちんそば」が郷土料理として親しまれてきました。11 月 30 日日には、
金砂郷のけんちん村まつり（P19 参照）も開催されます。これも地域のお宝 !?

　◇ 対象　市内に住所を有する平成 26 年 1 月生まれの
お子さん（1月号掲載分）

　  ◇応募締切　12 月 4日木
　 ◇ 必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生
年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号

　◇ その他　メールの場合は写真データを添付の上、受信
制限を解除してください（ＪＰＥＧ形式で3ＭＢ以内）。
応募された写真は返却しませんのでご了承ください。

　申  問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田市金
井町 3690 ／メールアドレス　joho2@city.hitachiota.
lg.jp ／内線 303・304）
携帯電話のバーコードリーダーをお使いになり、
右のＱＲコードを読み取ると、メールアドレスを
表示することができます。

鈴木雄
ゆうた

太 くん
11月 8日（内堀町）

市橋剛
ごう

くん
11月 9日（山下町）

大須賀夕
ゆ な  

奈ちゃん
11月25日（山下町）

鈴木龍
りゅうせい

惺くん
11月 12日（小中町）

◇その他 メ ル

関歩
あゆむ

生くん
11月 25日（磯部町）1

大槻怜
れ お

音くん
11月16日（新宿町）

ルの場合は写真デ タルの

安香
か い り

依里ちゃん
11月 25日（増井町）

タを添付の上 受信タ

 柴田悠
ゆうご

吾くん
11月28日（山下町）

元気
に

すく
すく
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